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★ ほとんどの避難先市町には知らされていない 

 ★ 原発近隣での実施･･「問題なし」の回答はゼロ 

 ★ 原発近隣に、福井県が勝手に決めたことに対する批判の声 
 

「再被ばくの可能性があるのでは」 「もっと遠方でも可能ではないか」 

「関西広域連合として京都府等と 30 ㎞圏外を模索中」 

「適切にスクリーニングをされた避難者を受け入れる予定」 
 
❊ 対象：高浜町・おおい町・小浜市・若狭町の避難先である兵庫県内の２２市町（末尾参照） 

❊ 実施期間：2014 年９月２６日～１０月２８日 

❊ 回答率：100％  

❊ 質問提出団体：避難計画を案ずる関西連絡会（質問書は別紙参照） 
 
１．回答結果 

 
【理由・ご意見】 
❊ 「問題あり」の回答から 
 再被ばくする可能性もあるのではないか／原発近傍で実施すれば避難が遅くなる／国・県は

確実な除染方法等を具体的に示してほしい／関西広域連合として京都府等と 30 ㎞圏外の場

所を模索中である 
❊ 「その他」の回答から 
 もっと遠方も可能ではないか／適切にスクリーニングをされた避難者を受け入れる予定／今

後調整すべき項目、双方の理解／ 
 
２．回答結果に対するコメント 

（１）避難先のほとんどの市町が知らされていない。このこと自体が問題。 

・避難先の市町のほとんどが、福井県が８月に公表した、原発近隣のスクリーニング・除染候

補地について知らされていない。このこと自体が問題。福井県はなぜ伝えないのか。避難計

画は避難元・避難先の合意が必要なはず。 
・「知っていた」と回答した６市町の内３市町は、１０月上旬に小浜市担当者が訪問され、その

時に「防災計画」を渡されて初めて知った。 
 
（２）原発近隣での実施について、「問題なし」の回答はゼロ。福井県が公表した候補地を支持・

評価している市町はない。 

福井県が公表した原発近隣（５㎞以遠）のスクリーニング・除染候補地に関する質問 
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（３）はっきりと「問題あり」と回答したのは４市町。数は少ないが、原発近隣での実施では「再

被ばくの可能性がある」と指摘したり、「現在関西広域連合で京都府等と３０㎞圏外の場所を模索

中である」との厳しい意見も出ている。３０㎞近傍に設置する必要性と、福井県が相談なしに公

表したことを批判している。 
 
（４）「その他」の回答が多いが、「もっと遠方でも可能ではないか」等の批判・疑問の声も 

［理由・ご意見］では 
・「もっと遠方も可能ではないか」「適切にスクリーニングをされた避難者を受け入れる予定」

と、原発近隣での実施について、事実上批判や疑問を呈している市町もある。 
・「今後調整すべき項目（双方、理解）」として、一方的に福井県が決定したことを問題にし

ている市町もある。 
・「福井県が決めたことなので、意見を言う立場にない」との消極的姿勢の市町もある。 

 
２０１４．１０．２８ 
脱原発はりまアクション 

避難計画を案ずる関西連絡会 

（連絡先団体：グリーン・アクション／原発なしで暮らしたい丹波の会／避難計画を考える

兵庫の会／美浜の会） 

  この件の連絡先：美浜の会：大阪市北区西天満 4-3-3 星光ビル３階 TEL:06-6367-6580 FAX:06-6367-6581 

         グリーン・アクション 京都市左京区田中関田町 22-75-103 TEL:075-701-7223  FAX:075-702-1952 

 

 

 【回答は、下記の兵庫県２２市町より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 兵庫県シミュレーション結果（2014 年４月）より。甲状腺等価線量は１歳児の７日間の積算被ばく量。 


